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 教育方針  人にやさしい人に看護師になるために、学習環境を整え、やさしくやさしく時に厳しく、国家試験合格のためにひとり一人の学習を支援します。  

1）対象者の成長発

達や健康レベル、生

活の場に応じた看

護を実践できる知識

を身につけている。 

 

目

指

す

学

生

像 

6）生涯にわたり

研鑽し続けられ

るよう、主体的に

学び続ける力を

身につけている。 

4）地域医療の現状

と専門職の機能と

役 割 を 理 解 し て い

る。 

 

3）幅広い体系的な専門

知識を修得し、科学的根

拠を持ち対象の状況に

応じて論理的・批判的思

考により課題解決していく

ことができる。 

2）対象のもてる力を活

かした看護実践ができ

るための原理・原則に

基づいた技術を身につ

けている。 

 

5）倫理観を持ち、

ひとり一人をかけが

えのない人として尊

重する態度を身に

つけている。 

重

点

目

標 

“人にやさしいひとになる、看護師になる”   “主役は、あなたです” 

１．接遇・マナーの基本的態度を日常化し、相手を思いやり、感謝の気持ちを伝え合える学生が、クラスの 8 割以上を占める。 

２．時間を有効活用した学習習慣、記憶定着行動を工夫し、履修科目平均点が 75 点以上の学生が、クラスの 7 割以上を占める。 

“人にやさしい人になる、看護師になる”   “人権を尊重した行動の強化” 

１．人間関係のきっかけを作るための挨拶・身だしなみ・態度、相手を思いやる言葉遣い、感謝を伝え合う。 

   ＊クラスづくりから「意見の出し合える」チームづくり → チーム医療 → 保健・医療・福祉の専門職との多職種連携  

   ＊季節感を大切に感性を磨き、未来や希望をつなげる看護師をめざし、社会福祉活動へ取り組む。 

2.時間を有効活用した “学習の習慣 と記憶定着行動の工夫”       

＊学習習慣を見直し、自身の記憶定着状況を把握し、隙間時間を有効活用する。 

＊学習進捗状況の相談、学習会への出席、看護師国家試験合格支援プログラムの活用し、忘れない工夫をみつける。  

取 

り 

組 

み 

スローガン 

キャリア・プランを描き、⽬指したい看護への道をみつめる。学習時間を⼤切に記憶定着のための⼯夫・思いやり感謝を伝え合う。 


